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１） 会派「市民クラブ」の会長等を拝命しました。

２） 202６年度予算編成に向けた政策要望書を提出しました。

８/７の臨時会で役職改選が行われ、令和7年度の市議会3役、常

任委員会及び付属機関の委員等が選出されました。

私は今期、福祉産業委員会の委員及び議会運営委員会の委員

を拝命するとともに、トヨタ系会派「市民クラブ」の会長も務めてまい

ります。各委員会に所属する会派メンバー６名で力を合わせ、様々

な提言活動に全力で取り組んでまいります。

８/１５ 私の所属会派「市民クラブ」は、刈谷市の☆２０２６年度（来

年度）予算編成に向けた政策要望書を稲垣市長に提出し、意見交

換を行いました。要望件数は計８５件です。私は会長として挨拶

し、この要望書に込めた思いを市長に伝えました。私達の要望

がどう予算に盛り込まれていくか、動向を注視してまいります。

 民間クラブの受け皿がある体育系以外、金管バンド等の文科系
部活動の受け皿づくりを完了する必要がある。

 小学校の部活動の地域移行の円
滑な推進

政策の事例

そ
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他
要
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 天候に左右されず利用でき
る、屋内遊具施設の設置

 近年の高温多雨化により、夏季に屋外で遊ぶリスクは更に高
まっており、屋内で学び遊べる施設の設置はもはや必須。

　ペット同伴避難ができる環境
づくりを進めること。

 大規模災害時にはペット同行避難が多数発生する。同行避難
に加え、同伴避難、同室避難もできる環境づくりは必須。
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 特殊詐欺等から市民を守る対
策の強化

 犯罪は多様化、複雑化、巧妙化している。防犯用品の購入補助
の更なる周知や啓発等が求められている。

 乱横断や自転車の無謀運転等を
防ぐ対策を実施すること。

 刈谷駅周辺の乱横断が収束していない。法的・物理的対策、
ICT化による対策等、防止策を再度講じるべき。
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 脱炭素に市民や事業者が積極的
に参加できる仕組みづくり

 CN目標達成には、市民・事業者の協力が不可欠。家庭廃油の
再燃料化など、市民にわかりやすい取り組みが必要。

 環境対応車補助（FCV、EV、PHV）
に中古車購入を追加

 市独自かつ先進事例として導入し、環境対応車の更なる普及を
はかれば、インフラ整備にも貢献できる。

 技能系人材の不足や高齢化は大きな課題。子ども達が身近な場
所でものづくりに親しめる環境づくりが人材育成につながる。

全
世
代
が
学
び
夢

と
誇
り
を
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り

 技能系のものづくりを体験できる
施設や場所づくり

目的、事業効果等
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 刈谷駅周辺の再開発及び高度利
用の更なる推進

 リニア開通や新たなモビリティ社会に対応可能な駅および駅
前づくりと高度利用が求められている。

 河川の治水対策
  沿線に刈谷豊田総合病院や福祉施設がある下り松川は、早期
の浚渫を要する。



単位:千円

令和６年度決算 対前年増減率 令和５年度決算

総 76,798,642 9.1% 70,377,740

計 歳入 25,166,649 3.7% 24,258,881

決 計 ① 101,965,291 7.7% 94,636,621

算 70,221,544 10.0% 63,864,539

額 歳出 23,878,817 3.8% 23,009,986

計 ② 94,100,361 8.3% 86,874,525

③ 7,864,930 1.3% 7,762,096

④ 2,716,526 2.0% 2,662,997

⑤ 5,148,404 1.0% 5,099,099

49,305 － -1,167,233

区分

実質収支③－④

単年度収支(R5⑤－R4⑤)

形式収支①－②

翌年度繰越金

一般会計

特別会計

一般会計

特別会計

自動車関連の好調な業績、固定資産税の評価替え等に伴う税収増により、

財政の健全性は維持されていますが、物価高騰の長期化に加え、トランプ関

税が本市の経済に多大な影響を与える可能性があります。その影響を注視し

つつも、更なる都市機能の強化と市民生活の向上をはかり、市の活力を更に

高めていく施策を提言してまいります。
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(1以上は財源に余裕あり)

経常収支比率
(数値が低いほど財政弾力性あり)

実質公債費比率
(25%以上は財政の早期健全化必要)

% 

◆ 決 算 所 見
歳入総計は前年比約＋７３．３億円(＋７．７％)、歳出総計は前年比約＋７２．２億円(＋８．３％)となり、実

質収支は約５１億円の黒字、単年度収支は約0.5億円の黒字となりました。また、財政３指標は、財政力指数と

経常収支比率は好ましい方向へ推移する一方、公債費比率は上昇しましたが、★健全な財政体質が維持され

ています。尚、個人市民税収は約１２５．７億円、法人市民税収は約５３．９億円、固定資産税収は約１７４億円と

なり、前年より約２３億円（＋６．１％）増加しました。財政調整基金残高は約９０億円（前年比＋５．２％）でした。

１．令和６年度決算を認定～健全な財政体質を維持しています。

３) ９月定例会報告

金原宏教育長の2期目の任期満了に伴い、新たに佐野吉則氏が教育長に選任されました。同氏は朝日

小学校長、かりがね小学校長、朝日中学校長を歴任された方で、今後の教育行政に辣腕をふるって頂ける

ものと思います。勇退される金原教育長には大変お世話になりました。誠にご苦労様でした。

２．新しい教育長が選任されました。

83.8



３．一般質問をしました。

質問件名１．市民参加型の脱炭素の取組について

質問件名２．交通児童遊園について

質問趣旨：気候変動の影響は深刻化している。本市が脱炭素の実現に向けた動きを加速

させる為には、「官民市民連携による共創型の社会づくり」が不可欠。そうした中から近年、

注目されている２点の取り組みについて市の考えを確認する。

（１） 廃食用油のリサイクルについて
☆さはらの提言：殆どが廃棄されている家庭系廃食用油（推定126t/年）を

回収・精製しBDF（バイオディーゼル燃料）やSAF（持続可能な航空燃料）等に

リサイクルする仕組みづくりが必要。例えばごみ収集車の燃料にBDFを再利用し、

「あいち地産地消SAFサプライチェーン推進協議会」やJALの「Fry to Fly Project」

に参画し、SAFにリサイクルしてはどうか。

（２） マイボトル専用無料給水機の設置について
☆さはらの提言：マイボトル利用を促進する取り組みとして再提案するが、

県下でも導入や検討が進んでいる。ペットボトル削減など脱炭素への貢献は

もとより、市民の熱中症対策や健康づくり、災害時の活用など様々な効果がある。

来年のアジア・アジアパラ大会を控えた総合運動公園、刈谷ハイウェイオアシス、

総合文化センター、幼児園、保育園、学校等への設置を更に検討願いたい。

質問趣旨：本市の大人気スポットだが、近年の猛暑の影響による夏季の来場者の

減少と、大型遊具等の老朽化が課題となっている。そこで暑熱対策や遊具の更新

について市の考えを確認する。

（１） 暑熱対策について
☆さはらの提言：ハード面の対策としては、暑さの影響を受ける遊具を中心に

日差しを遮るドーム屋根等を増設する、常設の市電車両にエアコンを設置し、

クーリングスポットとして活用するなどしてほしい。ソフト面の対策としては、一定

間隔で給水タイムを設けたり、高温時を避けた早朝あるいはナイター営業を、

周辺施設や地域に配慮しながら、引き続き検討して頂きたい。

（２） 遊具の老朽化と更新について
☆さはらの提言：利用年数が２０年前後経過しつつある大型遊具については、

安全を最優先しつつ新機種やEVゴーカート、インクルーシブ（障がいの有無等に

関わらず楽しめる）な遊具等の導入を検討願いたい。同園は今年開園50周年を

迎える本市のレガシー（受け継がれてきた施設）である。末永く学び遊べる施設

として、引き続きの運営をお願いする。

所管：さはらの提案には概ね前向きな答弁を得られました。脱炭素の取り組みが、

CO₂削減のみならず、地域の暮らしや経済の向上にもつながるよう活動してまいり

ます。交通児童遊園については、猛暑の影響を最小化するとともに、誰もが安全

に楽しめるよう機能をアップデートしていく事を要望しました。



５．各種議案、委員会提出議題が審議されました。

商業者応援デジタル

クーポン事業

総事業費：169,485千円
市ＬＩＮＥ公式アカ ウント登録者が、

市内指定店舗で利用できる割引デ

ジタルクーポンを発行する。

刈谷の魅力発信事業

事業費：19,299千円
JR刈谷駅の新改札口（9/27供

用開始）の出口正面に大型のデ

ジタルサイネージ（２．７m×１．

５m)を設置し、市政情報等を発

信する。

市民生活支援事業

事業費：226,9804千円

物価高騰対策として水道料金に

係る基本料金を4か月分免除する。

北部地域：11～2月までの使用分

南部地域：10～1月までの使用分

４．補正予算が認定されました。主な事業をご紹介します。

②公共施設連絡バス「かりまる」の路線、便数、料金が変わります。

修学旅行費補助事業

総事業費：89,120千円
保護者の経済的負担軽減のた

め修学旅行に係る費用を補助す

る。小学校(小学部)は上限2万円

/人、中学校(中学部)は上限4万

円/人。

③児童発達支援センターの建設が始まりました。

今年度もやります！

さくら保育園北園舎跡地に移転・再整備する児童発達支援センターの

建設が９/３０から始まります。発達や発育に心配のあるお子さんの早

期発見、早期療育、専門的支援等を行うとともに、保護者や支援に係る

方々にも様々なサポートを提供します。令和９年１月開園予定です。

①上下水道料金の値上げ、水源浄水場の更新につきまして。

人口減等で全国的に水の使用量が減少し、水処理施設も老朽化しています。将来に渡って持続可能な

上下水道経営の為の措置であり、何卒ご理解の程お願い申し上げます。さはらはマイボトル専用無料給水

機を主要な公共施設に設置し、値上げの心理的負担を軽減するよう提言しています。

現在、近隣9市町でもっと

も安い水道料金（20mm口

径で1か月使用水量20㎥の

場合の基本料金と水道料

金）を、令和８年４月より平

均約３０％値上げします。

現在、近隣9市町でもっと

も安い下水道料金（1か月

の使用水量が20㎥の場合

の基本料金と従量料金）を

令和８年４月より３０％値

上げします。

安全で美味しい水を供給する水源浄水場は、運用開始から

約６５年が経過し設備の老朽化が顕著な為、既設の水源浄水

場を稼動しながら隣接する用地を活用し、施設を全面更新し

ます。設計・施工一括業務を行う事業者を「公募型プロポーザ

ル方式」で選定し、上限約１４５億円を投じて令和１３年４月

の稼働を目指します。

現金
交通系IC

Ticket QR
(アプリ)

75才以上
※市民限定

障がい者
※付添1名まで

中学生以下
※中学生は
市民限定

妊婦及び
未就学児の看護者
※市民、アプリ限定

定期券/月
※アプリ限定

1日乗車券
※現金限定

1日上限額
※Ticket
QR限定

乗継券
※一ツ木線、
依佐美線限定

200 180 0 0 0 0
一般3,000
通学2,000

400 360
乗継1回

0

無料運行してきた「かりまる」が、路線及び便数増等により、買い物や通院などの利便性

が高まる事に伴い、来年２/１より有料化されます。ただし高齢者、障がいのある方、中学

生以下等は無料です。また、キャッシュレスシステム「Ticket QR」等も導入されます。

★さはらが初当選以来要望してきた念願の施設です！

詳細は刈谷市都市交通課（℡0566-95-0004）までお問い合わせ下さい。


